
年
も
新
た
に
幸
せ
を
願

っ
て

本
年
も
益
々
壼
か
な
生
活
を
招
く

薔
大
路
沿
線
に
継
ら
れ
た

あ
ら
た
か
な
神
々
の

ご
利
益
を
お
横
か
り
下
さ
い

え
ユ
よ
リ
ニ
月
末
口
迄
で
す
が

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

無
く
な
り
次
第
終
了
に
な
り
ま
す

朝
た
時
よ
リ
タ
タ
ニ
時
ま
で

木

印

料

各

社

二

百
円

各
神
社
に
て
キ
用
色
試
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す

新
Ｌ
ｕ
年
９

福
運
と
延
寿
て
祈
る
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わら天神官

平野神社

熊野神社衣笠分社

大将軍八神社

西院春日神社

若―神社

吉洋院天満宮

』
色
歓
に
セ
社
全
部
の
水
印
を
受
け
ら
れ
た

方
に
は
、
参
拝
記
念
の
「
千
史
置
物
」
を

投
孝
い
た
し
ま
す
　
七
継
日
の
神
社
に
て

引
換
赤
に
「
氏
名

ｏ
治
願
事
」
を

記
入
し
て
ご
渥
示
下
さ
い



舌
大
路
は
、
京
都
市

の
舌
域
を
金
閣
寺

の

前

か
ら
十
条
通
り
ま

で
由
北

に
通

っ
て
お
り

東
大
路
と
対

に
な
る
大
通
り

で
す
。

こ
の
舌
大
路
を
は
さ
ん
だ
未

舌
両
側

に
、

十
く

か
ら

の
歴
史
と
由
鋳

・
格
式
を
も

つ
神
社

が
セ
社
あ
り
ま
す
。
初
春

に
こ
れ
ら
セ
社

に

参
拝
を
し
て
朱
印
を
受
け
る
行
事

が

「舌
大
路

セ
）得
社
ご
利
益

め
ぐ
り
」

で
す
。

全
行
程
的
セ
キ

ロ
の
舌
大
路
を
ま

っ
す
ぐ
進
む

比
較
的
わ
か
り

や
す

い
順
路

で
、
り

っ
く
り

ナ

い
て
も

一
日
で
参
拝

で
き
る

こ
と

や
、
学
問

・
姜
産

か
ら
関
逹
出
世

・
延
命
長
寿
ま
で
の

人
生

の
節
日
ふ
じ
め
を
守
ら

て
く
だ
き
る

神
様

の
ご
利
益

が
い
た
だ
け
ま
す
。

健

や
か
で
幸
多
き

一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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社
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大将早八神社 .

‐ メ
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ふ 町

着一神社

各神社へ ご参拝の際は、
マスタ着用をお願いします。

また、他のご参拝の方との

迪,"な距1詐をお取鋤下さい。

安産、子授け、縁結び

わら夭神宦
北区衣笠夭神森町 10

075-461-7676

関塁、え繰、′む願茂就

手野神社
北区子野宮本町 1

075-461-4450

縁結び、安産、病気千癒

熊野神社な竺会社
北区小松原北町 135

075-461-7836

ガ除け、厄際け

大将軍八神注
上京区一条御前通
舌入ルニ丁目舌町48
075-461-0694

病気千癒、厄際け、ネ行安全

脅院ホロ刺門生
右京区舌院春口町61
075-312-0474

開逹、出せ

若一神泄
下京区セ条
御所ノ内本町98
075-313-8928

ちえと能力関芥

吉祥院夭満宦
歯区吉祥院政所町3
075-691-5303

ー

吉
洋
院
夭
満
官 ↓

n

薔

森

鰺

θヽ 金
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